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調査地概要 

 

 

1 調査概要 

 

静岡大学人文社会科学部社会学科文化人類学コースでは、人類学的なフィールドワーク

の手法を実際に学ぶために、毎年現地調査をおこなっている。2016 年度は 5 月 30 日から 6

月 5 日までの 7 日間、静岡県掛川市大須賀地区に滞在し、現地で調査をした。 

今回の実習には教員 2 名、学生 17 人の計 19 名が参加した。滞在中は江戸末期に創業を

開始し昭和初期に建築された八百甚に宿泊した。学生はそれぞれ伝承・継承、祭り、生活

と生業、まちづくり・まちおこしの 4 つの班に分かれ、地域の人びとの生業、歴史と文化、

地域おこしについてそれぞれ調査を進めた。滞在前には、事前調査として文献やインター

ネットから横須賀の地理や歴史などに関する資料を収集した。これらのフィールドワーク

では参与観察とインタビュー調査のほか、文献、写真、映像などの資料を収集した。 

 

2 気候 

 

 調査地の大須賀地区は北部に標高 264m の小笠山があり、南部は遠州灘と接している。

年平均気温は 15～16 度となっており、温暖かつ夏冬の気温の差が少なく快適に過ごしやす

いばかりでなく、栽培飼育などにおいても天恵に浴していることが多い。風は比較的強く、

全国的にみて強風帯に入っている。特に冬季は平均風速 7～8m の北西の季節風が強い。こ

れはいわゆる遠州の空っ風で、農村部の民家ではまき囲いを作ってこの西風を防いでいる。

しかし風のない日は冬も南国を思わせる暖かさである。このような環境面での長所がある

一方で、大須賀地区はその独特な地層や地形により地面が砂地となっているため、水の供

給が他の地域より多く必要となるという欠点もある。そのため近傍の大井川より水を引い

て多くの水を確保している農家も多い。また、遠州灘に面していることもあり、台風が来

た際には塩害に悩まされることもあるなど、農家が工夫や対策をしていかなければならな

い点もある。 

 

3 交通と歴史 

 

 遠州灘に面した大須賀地区は中心部から海岸線まで平地が続いている。今回の調査地で

ある大須賀地区は東海道袋井駅から南東に約 10km の地点に位置し、主要な道路として国

道 150 号線が通っている。鉄道は通っておらず、静岡市から大須賀地区へ訪れるには車で

東名高速道路や国道 1 号線を経由してくるか、JR 東海道本線を利用し袋井駅まで行きそこ
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からバスを利用することになる。 

大須賀町誌によると、かつて大須賀地区の海岸線は現在と大きく異なっていた。かつて

は、横須賀城まで潟湖が広がり横須賀湊と呼ばれていたが、1707（宝永 4）年の宝永地震

によって土地が隆起し港としての能力を失った。そのため横須賀湊は衰退し、輸送の中心

が水運から陸運に移った。また、浜岡原子力発電所から約 20km のところに位置している

ことから、県が指定する避難必要区域に大須賀地区全域が該当している。 

大須賀地区は大須賀第一、第二、第三、大渕の 4 つに分かれている。そのなかで大須賀

地区の中心とされ伝統的な町並みを保持している横須賀は大須賀第一、第二の区域にまた

がって位置している（地図 2 を参照）。横須賀に焦点を当てると、横須賀はもともと横須賀

町であり、1956（昭和 31）年に横須賀町と大渕村が合併し大須賀町の一部となった。そし

て、2004（平成 16）年に掛川市と合併した結果、大須賀町は消滅し、前述のように掛川市

大須賀地区を構成する一部となっている。2016（平成 28）年 9 月末現在、横須賀の人口は

2507 人（うち 26 人が外国人）である。合併以降からの人口は減少傾向にある。 

 

4 産業 

 

 旧大須賀町は、昔から農村部では米作りを、山村部では茶、みかんを栽培していた。ま

た副業として多くの農家は養蚕、養豚、養鶏などを営み、南部海岸近くの地域ではこの外、

沖網や地引き網、地砂糖づくり、切り干し藷づくりをおこない、山沿い近くの地域では椎

茸の栽培、松茸狩りをおこなっていた。大須賀地区の一部を占める横須賀は、近代には城

下町として栄え、藩政や商業の中心になり、様々な商店、宿屋、職人が多数存在した。当

時の町並みの名残を今でも目にすることができる。地理的条件にも恵まれた横須賀では、

小笠山からの水の質が良く、酒などの醸造業も盛んだった。 

横須賀の特徴として、日本古来の調味料である「さ・し・す・せ・そ（砂糖・塩・酢・

醤油・味噌）」全て醸造から販売までされていることが挙げられる。特に砂糖は「よこすか

しろ」としてブランド化され、県内外からの注目度は高い。その歴史は 1790（寛政 2）年

まで遡り、江戸時代の記述も残っている。その後も明治から昭和初期にかけて続くが、戦

時中の贅沢品製造制約、外国産の安価な白砂糖の流入により、昭和 30 年代までに砂糖づく

りは衰退していった。しかし一方、その時代の横須賀は商店街として繁栄するようになっ

ていた。高度経済成長期の波に乗り商店街は大変な賑わいを見せたが、昭和 60 年頃になる

と大型スーパーマーケットの出現により廃れていった。そこで、事態に危機感を持った若

者たちが集結し、1985（昭和 60）年に横須賀のまちおこしのために発足したのが遠州横須

賀倶楽部である。さらに掛川市観光協会大須賀支部もまちおこしのために尽力した。 

1989（平成元）年、砂糖づくりが商工会のまちづくり事業により「よこすかしろ」とし

て復活すると、よこすかしろ保存会の努力により遠州横須賀を代表する特産物となった。

その後、塩の沖ちゃん塩が製造され、もともと横須賀で生産していた酢のいいす、醤油の
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栄醤油、味噌の糀谷の味噌と合わせて調味料の「さ・し・す・せ・そ」が揃う町が完成し

た。そのほかにも小笠山の伏流水を活かした葵天下という地酒も製造されており、名産品

が数多く存在する地域となった。 

 

5 三熊野神社大祭 

 

 横須賀に触れるうえで欠かすことができないのが毎年 4 月の第一金曜、土曜、日曜日の 3

日間で開催される三熊野神社大祭である。大祭では神輿の渡御とそれに附いてまわる 13 台

の「祢里（ねり）」と呼ばれる華やかな山車の曳き廻しが目を惹く。附け祭は 1696（元禄 9）

年頃から始まっており、1714（正徳 4）年に今に近い山車が出始めたといわれている。そ

して、1725（享保 10）年に当時江戸の老中であった第 14 代横須賀城主、西尾隠岐守忠尚

公が江戸天下祭の祭り文化を横須賀の地に伝えたのが現在の三熊野神社大祭の始まりとさ

れている。そのときに家臣の侍が江戸天下祭のお囃子を覚え町方に伝えており、横須賀独

自の調子も加えられたのが現在の三社祭礼囃子である。このお囃子は祢里の上で奏でられ、

1955（昭和 30）年に静岡県指定無形文化財第 1 号に指定されている。祢里の形態は「一本

柱万度型」といわれ、江戸中期のものであり横須賀の祢里のような形の山車は現在ではほ

ぼ姿を消しているため、大変貴重である（大内の章を参照）。 

横須賀には現在 13 の字町がある。行政的区分ではないものの三熊野神社大祭では各字町

から一台ずつ祢里が出されるため、この区分を意識する人は多くみられる。横須賀では字

町を単位として祭り組織も確立している（小森の章を参照）。13 町の中でも西大渕は特異な

町である。横須賀の祭りは神事を大切にしており、西大渕は神事を司る宮本の町であるこ

と、大きな地域であることから祭り組織の中でも重要視されている。現在、横須賀では少

子化の影響により横須賀の人びとだけでは祭りの運営が成り立たないため、地域外からも

祭りに参加する人びとが増えている。 

秋には、9 月中旬に土曜日から日曜日にかけて中学生以下の子どもたちだけで大祭と同じ

ように祢里の曳き廻しをする「小祢里（ちいねり）」が開催される。小祢里では子ども用の

一回り小さめの祢里が曳き回される。準備や太鼓の指導、当日の祢里の運行に至るまです

べて子どもたちだけで行われている。 
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図 1 静岡県図 

 

Mapion（2016 年 10 月 24 日取得、http://www.mapion.co.jp/）をもとに岡田作成 
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図 2 大須賀地区図 

 

掛川市公式ホームページより「わたしたちの掛川市（地図）」（2016 年 10 月 24 日取得、

http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/data/open/cnt/3/787/1/.kakegawajitisosiki.pdf）を

もとに岡田作成 
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